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二
一
年
三
月
（
は
じ
め
に
　
近
世
の
芸
能
興
行
が
娯
楽
や
営
利
目
的
だ
け
で
な
く
︑
生
活
に
対
す
る
救
済
・
助
成
と
い
う
面
を
持
ち
合
わ
せ
︑
一
種
の
「
社
会
的
機
能
」
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
︑
近
世
芸
能
史
の
み
な
ら
ず
︑
近
世
史
や
地
域
史
研
究
の
う
え
か
ら
も
︑
看
過
で
き
な
い
問
題
点
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
︒
　
こ
の
よ
う
な
視
点
に
対
す
る
研
究
は
︑
は
や
く
に
︑
氏
家
幹
人
氏
が
金
沢
川
上
芝
居
を
中
心
に
︑
東
日
本
の
城
下
町
に
お
け
る
為
政
者
の
興
行
官
許
の
論
理
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に（（
（
︑
竹
下
喜
久
男
氏
が
美
作
国
津
山
や
紀
伊
国
田
辺
に
お
け
る
助
成
興
行
の
解
明
を
行
な
い
︑
為
政
者
に
よ
る
救
済
活
動
と
し
て
の
芸
能
興
行
の
論
理
と
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た（（
（
︒
後
日
︑
竹
下
氏
は
近
世
地
域
社
会
に
お
け
る
芸
能
興
行
へ
の
視
線
︑
つ
ま
り
︑
領
主
層
︑
町
方
層
︑
村
方
層
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
よ
る
芸
能
興
行
に
対
し
て
の
理
解
と
思
惑
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る（（
（
︒
論　
文
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
斉
藤
利
彦
　
近
世
の
芸
能
興
行
が
娯
楽
や
営
利
目
的
だ
け
で
な
く
︑
生
活
に
対
す
る
救
済
・
助
成
と
い
う
面
を
持
ち
合
わ
せ
︑
一
種
の
「
社
会
的
機
能
」
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
︑
近
世
芸
能
史
の
み
な
ら
ず
︑
近
世
史
や
地
域
史
研
究
の
う
え
か
ら
も
︑
看
過
で
き
な
い
問
題
点
で
あ
る
︒
　
近
世
の
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
︑
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
（
六
月
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
発
生
し
た
摂
河
大
洪
水
の
お
り
︑
大
坂
道
頓
掘
の
芝
居
小
屋
が
果
た
し
た
救
済
施
設
と
し
て
の
役
割
に
関
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
近
世
社
会
に
お
け
る
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
に
関
し
て
考
察
し
︑
あ
わ
せ
て
︑
近
世
後
期
大
坂
の
興
行
状
況
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
︒
キ
ー
ワ
ー
ド 　
摂
河
大
洪
水
︑
道
頓
堀
︑
芝
居
小
屋
︑
救
済
小
屋
︑
社
会
的
機
能
〔
抄
　録
〕
五
二
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
（
斉
藤
利
彦
（
　
ま
た
︑
橋
本
今
祐
氏
は
二
本
松
領
郡
山
宿
を
中
心
に
助
成
興
行
の
実
態
を
指
摘
さ
れ（（
（
︑
大
国
正
美
氏
は
在
郷
町
伊
丹
に
関
し
て（（
（
︑
神
田
由
築
氏
は
浜
之
市
を
事
例
に
（
（
（
︑
芸
能
興
行
の
も
つ
社
会
的
機
能
や
︑
そ
れ
に
関
わ
る
身
分
層
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒
筆
者
も
︑
和
泉
国
堺
で
の
生
活
助
成
に
関
わ
る
芸
能
興
行
を
考
察
し（（
（
︑
町
や
個
人
の
生
活
救
済
に
芸
能
興
行
が
活
用
さ
れ
た
さ
ま
を
明
ら
か
に
し
た
︒
　
近
世
の
芸
能
興
行
が
社
会
的
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
た
が
︑
で
は
︑
実
際
に
興
行
を
行
な
う
「
芝
居
小
屋
」
は
︑
ど
う
い
っ
た
社
会
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か（（
（
︒
　
本
稿
は
︑
近
世
の
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
︑
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
（
六
月
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
発
生
し
た
摂
河
大
洪
水
の
お
り
︑
大
坂
道
頓
掘
の
芝
居
小
屋
が
果
た
し
た
救
済
施
設
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
近
世
社
会
に
お
け
る
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
に
関
し
て
の
点
描
を
試
み
︑
あ
わ
せ
て
︑
近
世
後
期
大
坂
の
興
行
状
況
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
︒
第
一
章　
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
そ
の
概
要
第
一
節　
近
世
摂
河
地
域
と
洪
水
災
害
　
気
候
変
動
が
歴
史
事
象
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
は
︑
世
界
史
的
に
は
ア
ナ
ー
ル
派
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ル=
ロ
ワ=
ラ
デ
ュ
リ（（
（
な
ど
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
︑
日
本
近
世
の
気
候
と
歴
史
の
研
究
は
︑
根
本
順
吉
氏
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
（
（（
（
︒
い
わ
ゆ
る
︑
歴
史
気
候
学
で
あ
る（（（
（
︒
ま
た
︑
水
越
允
治
氏
の
古
記
録
か
ら
み
た
天
候
記
録
に
関
す
る
研
究
も
︑
看
過
で
き
な
い
重
要
な
研
究
蓄
積
で
あ
る（（（
（
︒
　
近
世
日
本
は
︑
気
候
的
に
は
「
小
氷
期
」
に
あ
た
る
が
︑
こ
の
期
間
︑
小
間
氷
期
を
繰
り
返
し
な
が
ら
推
移
し
た
︒
天
明
の
大
飢
饉
と
天
保
の
大
飢
饉
の
間
︑
つ
ま
り
︑
化
政
期
は
厳
冬
と
酷
暑
と
い
う
気
候
で
︑
こ
の
よ
う
な
天
候
で
は
︑
凶
作
は
さ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
︑
と
い
う
︒
し
か
し
︑
全
国
的
に
は
︑
大
雨
と
そ
れ
に
よ
る
洪
水
は
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
点
は
『
日
本
旱
魃
霖
雨
史
料
（
（（
（
』
や
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史（（（
（
』
所
収
の
史
料
か
ら
も
う
か
が
え
る
︒
　
さ
て
︑
近
世
の
大
阪
府
下
地
域
に
対
し
︑
も
っ
と
も
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
は
︑
い
う
ま
で
も
な
く
︑
洪
水
水
害
で
あ
る（（（
（
︒
中
央
日
本
か
ら
西
南
日
本
一
帯
の
地
域
に
共
通
す
る
風
水
害
を
も
た
ら
す
気
象
条
件
は
︑
台
風
と
梅
雨
期
の
集
中
豪
雨
が
主
な
要
素
で
︑
と
り
わ
け
︑
紀
伊
水
道
か
ら
大
阪
湾
を
へ
て
淀
川
流
域
に
至
る
コ
ー
ス
は
︑
そ
う
い
っ
た
気
流
の
経
路
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た（（（
（
︒
そ
の
た
め
︑
近
畿
地
方
で
は
か
な
り
の
頻
度
で
︑
梅
雨
期
の
豪
雨
と
台
風
に
よ
る
風
雨
が
現
れ
て
い
る（（（
（
︒
　
大
雨
に
よ
る
淀
川
流
域
の
洪
水
と
破
堤
は
︑
そ
の
流
域
に
存
在
す
る
村
落
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
︒
淀
川
水
系
で
は
︑
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
（︑
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
（︑
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
（
の
水
害
が
︑
近
世
の
三
大
水
害
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
う
ち
︑
も
っ
と
も
甚
大
な
洪
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
が
︑
享
和
二
年
六
月
二
十
七
日
よ
り
の
大
雨
と
洪
水
で
︑
俗
に
「
摂
河
大
洪
水
」
と
称
さ
れ
る
︒
　
当
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
の
五
日
間
︑
降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
っ
て
︑
淀
川
の
堤
防
十
九
か
所
が
決
壊
し
︑
そ
の
延
長
は
二
・
九
キ
ロ
に
お
よ
ん
だ
︒
淀
川
右
岸
は
︑
島
上
郡
で
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
堤
防
が
決
壊
︑
高
槻
五
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二
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三
月
（
城
下
ま
で
水
に
浸
か
り
︑
同
左
岸
で
は
︑
文
禄
堤
の
決
壊
を
は
じ
め
︑
点
野
切
れ
︑
仁
和
寺
切
れ
な
ど
大
規
模
な
堤
防
破
堤
が
お
こ
っ
た
た
め
︑
生
駒
山
麓
か
ら
平
野
郷
ま
で
が
浸
水
し
︑
西
成
郡
に
お
い
て
は
︑
堤
防
十
一
か
所
︑
長
さ
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
も
破
堤
︑
現
在
の
大
阪
市
内
北
区
堂
島
︑
中
之
島
辺
り
で
は
︑
七
メ
ー
ト
ル
も
水
没
す
る
被
害
を
だ
し
て
い
る（（（
（
︒
　
現
在
の
市
域
で
被
害
域
を
照
合
す
る
と
︑
右
岸
側
は
高
槻
市
や
島
本
町
︑
左
岸
は
守
口
・
門
真
・
寝
屋
川
・
枚
方
・
大
東
・
八
尾
・
東
大
阪
各
市
︑
大
阪
市
内
で
は
臨
海
地
域
に
あ
た
る
此
花
区
に
沿
っ
た
西
区
九
条
・
西
淀
川
区
野
里
・
福
島
区
海
老
江
︑
先
述
し
た
北
区
堂
島
・
中
之
島
な
ど
で
あ
る
︒
　
享
和
二
年
の
洪
水
に
つ
ぐ
被
害
を
も
た
ら
し
た
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
（
の
淀
川
洪
水（（（
（
で
は
︑
決
壊
し
た
堤
防
は
一
ケ
所
︑
延
長
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
も
︑
ま
た
︑
現
行
の
超
過
確
率
計
算
結
果
か
ら
推
定
す
る
と
︑
再
現
年
限
が
四
〇
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
も
︑
享
和
二
年
の
淀
川
洪
水
が
︑
如
何
に
巨
大
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り（（（
（
︑
こ
の
洪
水
の
規
模
と
被
害
の
大
き
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
第
二
節　
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
そ
の
被
害
　
「
摂
河
大
洪
水
」
の
実
状
は
『
大
阪
府
史
』
第
六
巻
を
は
じ
め
︑
被
害
域
の
市
史
な
ど
で
整
理
さ
れ
て
い
る（（（
（
が
︑
論
の
展
開
上
︑
本
節
に
お
い
て
︑
そ
の
時
間
的
推
移
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
　
享
和
二
年
の
六
月
は
暑
気
が
強
く
︑
米
の
作
柄
は
良
好
と
期
待
さ
れ
︑
大
坂
の
各
神
社
の
祭
礼
も
︑
こ
と
の
ほ
か
賑
や
か
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
︒
　
と
り
わ
け
︑
二
十
五
日
か
ら
の
天
神
祭
は
︑
山
車
が
二
十
三
台
も
く
り
だ
し
︑
祭
り
に
彩
り
を
添
え
た
︒
同
日
の
八
ツ
時
頃
よ
り
「
北
方
格
ニ
て
幽
ニ
雷
鳴
」
り
︑
雨
が
降
り
出
し
た
が
︑
同
祭
の
御
輿
渡
り
は
例
年
通
り
に
行
な
わ
れ
︑
遊
山
涼
船
も
多
数
で
て
︑
繁
華
で
あ
っ
た
︒
　
し
か
し
︑
人
々
が
陽
気
に
過
ご
せ
た
の
は
二
日
ほ
ど
で
︑
二
十
八
日
の
八
ツ
時
よ
り
「
白
雨
篠
を
つ
く
如
く
︑
風
も
不
怪
強
」
と
な
り
︑
寅
刻
ま
で
吹
き
続
け
︑
し
き
り
に
風
雨
が
強
く
な
っ
て
い
き
︑
二
十
九
日
に
は
強
風
を
と
も
な
い
「
車
軸
を
流
」
す
よ
う
な
大
雨
と
な
る
︒
こ
の
日
は
昼
夜
荒
れ
通
し
で
︑
同
日
の
暮
れ
か
ら
︑
風
は
西
に
方
向
を
変
化
さ
せ
た
が
︑
強
風
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た（（（
（
︒
　
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
︑
東
海
・
関
東
地
域
も
︑
同
様
の
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
︑
大
阪
湾
に
高
潮
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら（（（
（
︑
こ
の
風
雨
は
梅
雨
前
線
を
伴
っ
た
大
型
台
風
が
日
本
列
島
の
太
平
洋
岸
沿
い
を
北
東
に
ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
雨
台
風
で
あ
っ
た
︒
　
と
こ
ろ
で
︑
二
十
七
日
朝
︑
大
坂
三
郷
で
は
︑
市
中
引
き
廻
し
の
う
え
︑
千
日
前
に
て
獄
門
と
な
っ
た
罪
人
が
三
人
い
た
が
︑
所
之
神
事
宵
宮
祭
ニ
︑
ケ
様
成
御
仕
置
有
之
︑
右
の
穢
ニ
て
︑
ケ
様
ニ
荒
候
哉
等
と
一
□
ニ
申
上
候（（（
（
︑
と
あ
る
よ
う
に
︑
天
神
祭
の
宵
宮
当
日
に
行
な
わ
れ
た
死
罪
執
行
が
穢
れ
と
な
っ
て
︑
天
候
荒
天
を
招
い
た
︑
と
人
々
は
考
え
た
よ
う
で
あ
る
︒
　
七
月
一
日
の
午
前
中
に
降
雨
は
よ
う
や
く
止
み
︑
晴
間
も
の
ぞ
い
た
が
︑
淀
川
の
水
位
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
大
水
高
ク
」︑
水
位
は
中
流
部
で
約
四
・
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
し
た
た
め
︑
そ
の
日
の
夜
︑
淀
川
両
岸
の
各
所
で
堤
防
が
決
壊
し
た
︒
　
史
料
で
︑
そ
の
内
訳
を
確
認
し
て
み
る
と
︑
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
︒
五
四
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
（
斉
藤
利
彦
（
一
淀
堤
二
个
所　
家
居
六
軒
流
込
︑
大
樹
数
多
流
込
一
淀　
御
城
下
不
残
︑
御
家
中
屋
敷
・
御
本
丸
迄
も
水
来
る
一
大
橋　
別
条
な
し　
　
　
　
一
小
橋　
濊
際
ニ
て
十
間
余
落
込
一
広
瀬
一
ケ
所　
四
十
間
余
流
込
一
上
牧
一
ケ
所　
三
十
間
余
流
込
一
前
嶋
八
个
所　
合
三
百
三
拾
間
余
一
冠
村
四
个
所　
合
二
百
四
十
間
余
一
大
塚
二
个
所　
合
百
三
十
間
余
一
東
海
道
点
野
一
个
所　
百
三
十
間
余
一
仁
和
寺
二
个
所　
合
百
五
十
間
余
一
楠
葉
五
ヵ
所　
合
九
十
四
間
余　
　
　
一
野
田
村　
　
三
十
間
余
一
西
野
田
新
家
二
个
所　
合
三
十
八
間
余
一
六
軒
家
新
田
一
个
所　
拾
間
余
一
野
里
一
个
所　
四
十
間
余　
一
申
二
个
所　
合
六
拾
間
余
一
福
一
个
所　
三
十
八
間
余　
一
九
条
二
个
所　
三
十
八
間
余
一
高
浜
六
个
所　
百
四
拾
四
間
余
一
上
嶋
下
嶋
宇
山
養
父
楠
葉
立
会
三
ヵ
所　
六
十
九
間
余
　
　
右
切
所
四
十
三
个
所　
間
数
合
凡
千
六
百
拾
一
間
余（（（
（
　
被
害
地
域
は
︑
前
述
し
た
よ
う
に
広
範
囲
に
及
ん
だ
が
︑
摂
津
島
上
・
島
下
・
西
成
・
東
成
・
河
内
交
野
・
茨
田
・
讃
良
・
河
内
・
若
江
の
九
郡
で
二
百
三
十
七
个
村
︑
村
高
は
「
拾
一
万
七
千
五
拾
石
四
斗
弐
合（（（
（
」
に
の
ぼ
っ
た
︒
　
被
害
を
甚
大
に
し
た
の
は
︑「
佐
田
・
河
州
茨
田
郡
し
め
野
村
切
口
百
三
拾
四
間
程
︑
同
郡
仁
和
寺
堤
凡
八
九
拾
間
計
東
へ
切
込
」
ん
だ
た
め
で
あ
り
︑
榎
並
・
八
箇
勿
論
︑
東
ハ
山
の
根
︑
南
ハ
八
尾
・
久
宝
寺
・
平
野
辺
限
り
水
押
入
︑
下
地
内
水
ニ
て
難
儀
之
上
︑
夜
中
ニ
水
押
候
故
︑
家
の
棟
ゟ
五
六
尺
も
有
之
所
も
有
︑
或
ハ
軒
切
︑
又
は
床
之
上
三
四
尺
程
上
り
候
所
も
あ
り
︑
家
・
蔵
・
田
地
・
田
畑
押
流
し
︑
人
馬
多
く
流
死
ス（（（
（
︑
と
あ
る
よ
う
に
︑
淀
川
左
岸
域
の
茨
田
・
東
成
両
郡
︑
生
駒
山
麓
︑
八
尾
︑
平
野
郷
ま
で
の
一
帯
が
水
没
し
︑
多
く
の
死
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
︒
右
岸
側
で
も
多
く
の
被
害
を
だ
し
︑
高
槻
城
も
浸
水
す
る
︒
　
と
り
わ
け
︑
野
田
村
や
大
坂
三
郷
北
組
の
網
島
町
︑
備
前
島
町
は
淀
川
・
鯰
江
川
・
寝
屋
川
三
河
が
合
流
す
る
地
域
で
あ
っ
た
た
め
︑
追
々
逃
退
候
得
共
︑
東
在
々
ゟ
逃
来
り
候
者
と
も
夥
敷
入
込
罷
在
候
︑
殊
に
夜
中
両
方
之
橋
は
落
候
故
︑
皆
々
途
方
ニ
暮
︑
女
子
・
子
供
蚊
の
な
く
ご
と
く
大
混
雑
ニ
て
︑
怪
我
人
多
有
之
候（（（
（
︑
と
い
う
惨
状
と
な
っ
た
︒
　
茨
田
︑
東
成
両
郡
か
ら
京
街
道
沿
い
に
避
難
し
て
き
た
人
々
が
殺
到
し
た
が
︑
す
で
に
野
田
橋
︑
備
前
島
町
橋
が
落
橋
し
て
お
り
︑
人
々
は
進
路
を
断
た
れ
︑
そ
の
界
隈
は
大
混
乱
と
な
っ
た
︒
　
七
月
二
日
以
降
︑
大
坂
市
中
は
よ
り
増
水
し
︑
天
満
橋
・
天
神
橋
・
葭
屋
橋
が
落
橋
す
る
︒
同
日
よ
り
︑
大
坂
町
奉
行
所
の
救
済
活
動
が
本
格
化
す
る
が
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
︒
　
翌
三
日
に
は
茨
田
・
東
成
両
郡
の
村
民
が
︑
村
々
に
滞
留
し
た
濁
水
を
排
出
す
る
た
め
に
︑
中
野
村
上
手
の
淀
川
堤
防
を
「
切
ニ
来
る
」
た
め
「
大
勢
徒
党
い
た
」
す
風
聞
が
流
れ
た
︒
実
際
︑
同
村
堤
防
一
帯
の
桜
の
宮
あ
た
り
に
︑
村
民
は
集
結
す
る（（（
（
︒
も
し
︑
こ
の
場
所
を
切
ら
れ
る
と
︑
高
水
で
破
堤
寸
前
に
あ
る
対
岸
の
源
五
五
佛
教
大
学　
歴
史
学
部
論
集　
第
一
一
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
八
堤
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
︑
そ
う
な
れ
ば
︑
大
坂
三
郷
の
天
満
組
が
濁
流
に
吞
ま
れ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
大
坂
町
奉
行
所
で
は
︑
町
奉
行
自
ら
が
村
民
の
慰
留
に
努
め
た
が
︑
村
民
た
ち
は
聞
き
入
れ
よ
う
と
せ
ず
︑「
竹
鑓
等
用
意
」
し
て
︑
ま
る
で
「
百
性
一
騎
」
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
　
町
奉
行
は
「
堤
を
切
ニ
参
り
候
体
之
物
有
」
ら
ば
︑「
見
付
次
第
ニ
召
捕
︑
入
牢
」
さ
せ
る
と
し
︑「
昼
夜
御
役
人
方
同
勢
三
四
百
人
相
詰
」
め
︑「
鉄
砲
百
挺
計
筒
先
を
揃
」
え
威
嚇
し
︑
退
散
さ
せ
た
も
の
の
︑
数
日
間
は
緊
迫
し
た
状
況
が
続
い
た（（（
（
︒
　
四
日
︑
旅
行
中
の
曲
亭
馬
琴
は
︑
京
都
木
屋
町
の
宿
屋
で
︑
角
倉
家
中
の
森
氏
よ
り
「
摂
州
河
州
洪
水
の
風
聞
」
を
聞
く
が
︑
情
報
は
錯
そ
う
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
同
日
段
階
で
「
天
満
橋
天
神
橋
そ
の
外
五
ケ
所
落
た
り
と
い
へ
ど
︒
い
ま
だ
通
路
な
け
れ
ば
治
定
し
が
た
」
く
「
大
坂
へ
の
通
路
も
な
」
い
状
態
で
︑
こ
の
日
︑
馬
琴
が
清
水
寺
か
ら
伏
見
方
面
を
み
る
と
︑「
八
わ
た
山
﨑
水
一
面
に
し
て
只
真
白
に
見
」
え
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う（（（
（
︒
　
五
日
に
な
る
と
水
は
引
き
は
じ
め
︑
大
坂
町
奉
行
所
︑
堤
奉
行
な
ど
の
見
分
が
始
ま
り
︑
ま
た
︑
復
旧
作
業
も
本
格
化
す
る
︒
　
同
月
十
七
日
︑
大
坂
町
奉
行
所
で
は
施
行
船
の
調
達
を
中
止
し
︑
仮
設
小
屋
の
避
難
民
の
帰
村
を
う
な
が
す
︑
つ
ぎ
の
よ
う
な
触
も
だ
さ
れ
︑
避
難
村
民
の
帰
村
が
順
次
は
じ
ま
っ
た
︒
　
　
同
十
七
日
御
触
　
　
　
　
中
略
一 
当
表
迄
立
退
来
候
水
難
之
者
共
︑
三
郷
内
ニ
親
類
・
知
音
等
も
無
之
及
難
義
候
ハ
ヽ
︑
見
懸
候
町
々
ゟ
い
た
わ
り
︑
食
事
等
施
可
遣
旨
一
同
申
触
さ
せ
候
所
︑
神
妙
相
守
︑
水
難
之
者
明
借
家
等
ニ
差
置
遣
し
︑
い
た
ハ
り
置
候
町
々
も
有
之
段
︑
是
又
奇
特
之
事
ニ
付
︑
令
称
美
候
︒
勿
論
一
旦
之
飢
渇
相
救
︑
御
代
官
・
領
主
・
地
頭
ゟ
手
当
も
有
之
候
義
ニ
付
︑
奉
行
所
ニ
て
御
救
小
屋
ニ
差
置
候
者
共
ハ
︑
追
々
村
方
へ
差
返
候
條
︑
町
中
ニ
い
た
わ
り
置
候
者
共
義
も
︑
勝
手
次
第
帰
村
い
た
さ
せ
可
申
候
︑
右
之
趣
︑
惣
年
寄
口
達
を
以
可
申
触
候（（（
（
︒
　
た
だ
し
︑「
二
十
日
ば
か
り
に
し
て
水
よ
う
や
う
減
」
じ
始
め
た
の
で
︑
実
際
の
帰
村
は
二
十
日
あ
た
り
か
ら
だ
が
︑
二
十
三
日
ま
で
は
︑
昼
夜
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
混
乱
は
続
い
た
よ
う
で
あ
る（（（
（
︒
第
二
章　
救
済
施
設
と
し
て
の
芝
居
小
屋
第
一
節　
洪
水
被
害
と
施
行
　
前
述
し
た
よ
う
に
︑
摂
河
大
洪
水
の
際
︑
七
月
二
日
の
段
階
で
︑
被
害
を
受
け
た
摂
津
・
河
内
の
村
民
が
避
難
す
る
た
め
市
中
へ
流
入
し
た
︒
同
時
に
︑
天
満
橋
な
ど
が
落
橋
す
る
な
ど
し
︑
市
中
は
大
混
乱
と
な
り
︑
水
ニ
而
迯
迷
ひ
し
百
性
︑
高
キ
堤
ニ
上
リ
小
屋
掛
い
た
し
居
け
る
︒
又
中
に
も
ま
す
し
き
者
ハ
京
橋
辺
迄
さ
ま
よ
ひ
︑
或
ハ
野
宿
い
た
し
居
候
者
共
︑
嶋
之
内
松
原
町
の
り
吉
と
申
手
伝
職
之
者
御
上
江
願
上
︑
京
橋
土
手
下
浜
側
ニ
小
屋
か
け
致
し
入
申
候（（（
（
と
あ
る
よ
う
に
︑
堤
防
の
上
に
仮
設
小
屋
を
設
け
る
者
︑
京
橋
あ
た
り
を
流
浪
す
る
者
︑
野
宿
す
る
者
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
︒
五
六
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
（
斉
藤
利
彦
（
　
大
坂
町
奉
行
所
も
公
事
訴
訟
の
業
務
を
一
切
停
止
し
︑
市
中
に
流
入
し
た
避
難
民
対
応
に
最
大
限
に
尽
力
す
る
︒
ま
ず
︑
上
町
地
区
の
空
き
借
屋
や
馬
場
︑
京
橋
の
仮
設
小
屋
に
避
難
民
を
収
容
す
る
と
同
時
に
︑
急
触
れ
を
発
し
︑
施
行
を
呼
び
掛
け
つ
つ
︑
様
々
な
種
類
の
船
を
徴
発
︑「
施
行
船
ニ
て
遠
方
之
在
々
へ
為
持
運（（（
（
」
ば
せ
る
な
ど
し
て
救
援
活
動
を
行
な
っ
た
︒
　
救
援
船
に
つ
い
て
は
︑
七
月
二
日
ゟ
十
日
迄
︑
日
々
に
船
数
百
五
拾
艘
ツ
ヽ
御
役
船
相
勤
︑
同
十
一
日
ゟ
晦
日
迄
︑
日
々
四
五
艘
ツ
ヽ
御
国
役
相
勤
︑
猶
又
枚
方
ゟ
点
野
村
切
所
迄
土
俵
積
下
り
候
御
役
船
︑
日
々
に
五
拾
艘
ツ
ヽ
︑
相
勤
候
事（（（
（
︒
と
あ
る
よ
う
に
︑
町
奉
行
所
は
徴
発
し
た
船
に
よ
っ
て
︑
大
規
模
な
救
出
作
業
を
展
開
し
て
い
る
︒
　
あ
わ
せ
て
︑
施
行
は
︑
当
表
迄
立
退
罷
越
候
在
方
之
者
共
︑
三
郷
内
ニ
親
類
・
知
音
等
も
無
之
︑
及
難
儀
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
︑
是
亦
見
掛
ケ
候
丁
々
ニ
お
ゐ
て
い
た
わ
り
︑
食
事
等
施
行
致
可
申
事（（（
（
︒
と
い
っ
た
具
合
に
︑
同
奉
行
所
か
ら
避
難
民
に
対
す
る
救
済
が
申
し
だ
さ
れ
︑
「
七
月
二
日
夕
方
ゟ
︑
大
坂
三
郷
町
々
ゟ
食
事
給
物
・
諸
品
施
行
物
行
事
夥
敷（（（
（
」
し
く
届
け
ら
れ
た
︒
一
例
を
あ
げ
る
と
︑
藁
紙
一
折
宛
︑
団
一
本
ツ
ヽ
︑
わ
ら
草
履
一
足
宛
︑
薬
一
袋
︑
握
飯
︑
菜
之
物
︑
半
紙
︑
当
竹
︑
き
セ
る
︑
手
拭
五
百
筋
い
ろ
は
︑
友
吉
︑
岩
ノ
吉
︑
右
三
人
ゟ
︑
米
二
俵
歌
右
衛
門
︑
銭
拾
貫
文
為
十
郎
︑
子
供
腹
当
心
斎
橋
三
雲
屋
（
（（
（
︑
と
い
っ
た
品
々
で
あ
り
︑
様
々
な
生
活
用
品
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
ほ
か
に
︑
金
百
二
十
両
︑
銀
五
貫
八
百
九
十
目
︑
銭
一
万
四
千
八
百
八
十
一
貫
文
米
三
百
四
石
︑
五
百
七
石
︑
餅
四
百
六
十
八
石
︑
麦
百
三
十
二
石
な
ど
も
届
け
ら
れ
た
︒
と
り
わ
け
︑
歌
舞
伎
関
係
者
か
ら
は
︑
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
が
米
二
俵
︑
浅
尾
為
十
郎
は
銭
拾
貫
文
を
寄
付
し
て
い
る
︒
歌
右
衛
門
・
為
十
郎
と
も
に
︑
直
近
の
六
月
は
京
北
之
芝
居
に
出
勤
し
て
い
た（（（
（
︒
　
曲
亭
馬
琴
は
︑
京
都
に
お
い
て
︑
大
坂
で
の
惨
状
を
聞
き
知
っ
た
が
︑「
十
人
こ
れ
を
語
れ
ば
十
人
大
同
小
異
」
で
あ
る
も
の
の
︑「
只
聞
し
よ
り
ま
さ
れ
る
も
の
は
大
坂
の
施
行
の
み（（（
（
」
と
語
っ
て
い
る
︒
　
彼
の
入
手
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
︑
大
坂
中
の
豪
商
或
は
一
町
〳
〵
に
組
合
に
て
施
行
を
出
す
︒
或
は
米
五
十
俵
銭
百
五
十
貫
文
︒
或
は
単
物
五
百
︒
襦
袢
千
枚
身
上
の
分
限
に
よ
り
て
差
あ
り
（
（（
（
︒
と
い
っ
た
施
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
　
彼
は
『
羇
旅
漫
録
』
で
︑
こ
の
水
害
を
克
明
に
記
し
て
い
る
が
︑
そ
の
な
か
で
も
︑
四
五
日
経
て
よ
う
〳
〵
大
坂
の
通
路
あ
り
︒
し
め
野
堤
き
れ
て
河
内
へ
水
お
し
入
︒
水
損
の
農
民
は
道
頓
堀
の
芝
居
へ
い
れ
お
か
れ
︑
大
坂
中
の
豪
家
或
は
一
町
〳
〵
に
組
合
て
施
行
を
出
す（（（
（
︒
と
︑
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
へ
避
難
民
を
収
容
し
た
︑
と
記
し
て
い
る
点
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
第
二
節　
﹁
御
救
ひ
所
﹂
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
　
大
坂
町
奉
行
所
は
市
中
に
流
入
し
た
避
難
民
対
策
と
し
て
︑「
松
ノ
下
・
馬
場
五
七
佛
教
大
学　
歴
史
学
部
論
集　
第
一
一
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
等
処
々
」
に
御
救
小
屋
を
建
設
し
た
︒
京
ば
し
松
の
下
ニ
小
屋
を
建
︑
東
在
ゟ
逃
来
り
︑
当
処
ニ
親
類
・
知
音
等
無
男
女
・
子
供
ニ
至
迄
一
所
ニ
入
置
︑
御
役
人
付
添
︒
昼
夜
見
廻
り
︑
食
物
等
遣
し
い
た
わ
り
置
候
人
数
六
七
百
人
計
︑
誠
ニ
難
有
御
仁
恵
也（（（
（
︒
　
し
か
し
︑
被
害
流
域
が
広
大
で
あ
り
︑
避
難
民
は
膨
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
「
逃
お
く
れ
居
候
老
若
男
女
」
が
「
夫
ニ
て
も
人
余
」
る
状
況
で
あ
っ
た
︒
　
そ
こ
で
大
坂
町
奉
行
所
は
「
道
頓
堀
芝
居
へ
被
仰
付
︑
御
入
ら
せ
」
る
こ
と
に
し
︑
逃
お
く
れ
居
候
老
若
男
女
︑
御
役
人
之
差
図
ヲ
以
通
船
ニ
て
迎
ニ
参
り
︑
道
頓
堀
芝
居
へ
不
残
入
置
︑
御
役
人
度
々
見
廻
り
︑
諸
事
従
公
儀
御
賄
ニ
て
救
被
遣
候（（（
（
︒
と
い
っ
た
よ
う
に
︑
逃
げ
遅
れ
︑
他
の
お
救
い
小
屋
に
入
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
を
施
行
船
で
救
出
︑
そ
の
ま
ま
︑
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
に
収
容
し
て
い
る
︒
　
『
近
来
年
代
記
』
巻
五
に
も
︑
　
○
芝
居
百
性
養
育
右
之
水
ニ
而
迯
迷
ひ
し
百
性
︑
高
キ
堤
ニ
上
リ
小
屋
掛
い
た
し
居
け
る
︒
又
中
に
も
ま
す
し
き
者
ハ
京
橋
辺
迄
さ
ま
よ
ひ
︑
或
ハ
野
宿
い
た
し
居
候
者
共
︑
嶋
之
内
松
原
町
の
り
吉
と
申
手
伝
職
之
者
御
上
江
願
上
︑
京
橋
土
手
下
浜
側
ニ
小
屋
か
け
致
し
入
申
候
︑
又
御
公
儀
ゟ
ハ
道
頓
堀
惣
芝
居
へ
仰
被
渡
︑
下
百
性
之
と
も
か
ら
︑
老
人
・
女
・
わ
ら
へ
之
者
養
育
可
致
由
︑
四
︑
五
日
比
之
芝
居
へ
夫
々
分
て
御
救
ひ
所
と
書
附
之
灯
燈
出
し（（（
（
︑
と
あ
っ
て
︑
芝
居
小
屋
を
明
確
に
「
御
救
ひ
所
」
と
し
︑
そ
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
提
灯
を
出
し
た
う
え
︑
老
若
男
女
を
収
容
さ
せ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
︒
　
馬
琴
も
前
掲
書
に
︑
又
道
頓
堀
の
雑
劇
五
ケ
所
あ
り
︒
一
は
当
時
そ
の
破
損
を
修
理
し
て
あ
り
︒
中
に
流
氓
を
入
お
か
る
︒
氓
集
る
も
の
四
千
人
︒
則
庫
を
発
し
て
こ
れ
に
資
給
し
給
ふ（（（
（
︒
と
︑
避
難
民
は
芝
居
小
屋
に
収
容
さ
れ
︑
物
資
配
給
が
な
さ
れ
た
と
書
き
記
し
て
い
る
︒
　
つ
ま
り
︑
未
曽
有
の
大
洪
水
と
い
う
危
機
的
状
況
の
な
か
で
︑
道
頓
堀
の
大
芝
居
は
「
御
救
い
小
屋
」
と
い
う
救
済
施
設
と
し
て
避
難
民
を
収
容
す
る
と
い
う
︑
社
会
的
機
能
を
果
た
し
た
︑
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒
　
「
御
救
い
小
屋
」
と
し
て
活
用
さ
れ
た
芝
居
小
屋
は
︑
中
之
芝
居
が
普
請
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
当
芝
居
は
除
外
さ
れ
︑
竹
田
芝
居
︑
若
太
夫
芝
居
︑
角
芝
居
︑
角
丸
芝
居
︑
大
西
芝
居
の
五
軒
で
あ
っ
た
︒
　
中
之
芝
居
の
直
近
の
興
行
は
︑
五
月
六
日
初
日
の
興
行
で（（（
（
︑
そ
の
つ
ぎ
に
確
認
で
き
る
の
が
︑
九
月
十
四
日
初
日
の
興
行（（（
（
で
あ
る
︒
仮
に
︑
五
月
六
日
か
ら
一
か
月
興
行
が
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
こ
の
水
害
直
前
ま
で
で
あ
り
︑
そ
の
後
︑
普
請
に
は
い
っ
た
た
め
︑
洪
水
時
は
使
用
不
能
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（（（
（
︒
　
他
の
五
芝
居
が
興
行
中
で
あ
っ
た
か
は
︑
当
時
の
興
行
状
況
を
し
め
す
史
料
が
欠
け
る
傾
向
に
あ
る
た
め
不
分
明
だ
が
︑
大
西
芝
居
は
洪
水
直
近
の
興
行
は
明
瞭
で
は
な
い
が
︑
四
月
二
十
八
日
よ
り
三
ノ
替
興
行
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
須
崎
氏
の
考
察
で
は
︑
九
月
七
日
よ
り
の
興
行
の
前
に
月
日
不
明
で
あ
る
が
︑「
献
上
毛
錦
綴
」
の
興
行
が
あ
る
こ
と
か
ら（（（
（
︑
洪
水
時
は
こ
の
興
行
が
あ
っ
た
か
︑
終
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
︒
若
太
夫
芝
居
は
同
年
の
興
行
の
絵
尽
く
し
・
役
割
番
付
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
︑
浄
瑠
璃
興
行
は
四
回
行
わ
れ
て
い
る（（（
（
︒
た
だ
五
八
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
（
斉
藤
利
彦
（
し
︑
洪
水
直
近
の
興
行
は
認
め
ら
れ
な
い
︒
し
か
し
︑
七
月
三
十
日
・
八
月
二
十
三
日
の
興
行
が
あ
っ
て
注
目
で
き
る
が（（（
（
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
︒
　
享
和
二
年
度
の
竹
田
芝
居
の
興
行
で
月
日
が
明
確
な
の
は
︑『
役
者
宝
舟
』
に
あ
る
顔
見
世
興
行
の
み
で（（（
（
︑
こ
の
ほ
か
に
絵
尽
く
し
が
二
冊
確
認
で
き
る
が
︑
一
種
は
版
元
「
立
花
や
丑
松
」
の
『
近
江
源
氏　
思
花
街
容
性
』︑
も
う
ひ
と
つ
が
同
版
元
か
ら
の
『
忠
孝
誉
二
街　
お
そ
め
久
松
』
で
あ
る（（（
（
︒
と
も
に
年
次
の
記
載
は
な
い
が
︑
須
山
氏
は
こ
れ
ら
絵
尽
く
し
に
あ
る
興
行
は
︑
同
年
度
の
顔
見
世
興
行
後
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る（（（
（
︒
こ
の
指
摘
を
含
め
︑
こ
れ
ら
の
興
行
は
二
ノ
替
︑
三
ノ
替
の
可
能
性
も
あ
り
︑
洪
水
時
と
は
言
い
難
い
︒
そ
の
つ
ぎ
に
認
め
ら
れ
る
の
が
︑
享
和
三
年
正
月
吉
日
板
の
評
判
記
『
役
者
弓
始
』
で
あ
る
の
で
︑
現
在
︑
管
見
で
き
る
史
資
料
か
ら
は
︑
洪
水
時
に
興
行
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
︒
　
角
丸
芝
居
に
つ
い
て
は
︑
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
︒
角
芝
居
は
同
年
五
月
七
日
か
ら
十
七
日
ま
で
︑
座
本
姉
川
亀
三
郎
「
在
原
景
図
」「
平
家
女
護
島
」
が
か
け
ら
れ
て
い
た（（（
（
︒
こ
の
一
座
は
同
月
二
十
五
日
初
日
の
北
新
地
芝
居
に
引
っ
越
し
て
い
る
た
め（（（
（
︑
同
芝
居
は
︑
洪
水
時
は
興
行
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
が
後
述
す
る
避
難
村
数
の
多
さ
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒
　
さ
て
︑
大
坂
町
奉
行
所
は
︑
七
月
二
日
よ
り
︑
市
中
で
施
行
を
う
な
が
し
︑
市
中
に
流
入
し
た
避
難
民
を
︑「
中
之
芝
居
ハ
普
請
」
中
で
あ
る
の
で
「
残
り
五
芝
居
へ
」「
思
ヒ
付
次
第
芝
居
迄
は
こ
」
び
い
れ
た（（（
（
︒
　
避
難
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
芝
居
小
屋
に
︑
つ
ぎ
の
よ
う
な
村
別
で
収
容
さ
れ
て
い
る
︒
　
　
　
竹
田
芝
居
蒲
生
村
・
野
江
村
・
今
里
村
・
下
之
辻
・
中
井
村
・
四
番
村
　
　
　
若
太
夫
芝
居
今
福
村
・
下
之
辻
村
・
二
番
村
・
三
ケ
村
・
赤
井
村
・
横
市
村
　
　
　
角
丸
芝
居
赤
井
村
・
関
目
村
・
大
今
里
村
・
蒲
生
村
　
　
　
角
力
芝
居
三
ケ
村
・
三
嶋
村
・
樋
之
村
・
門
間
四
番
・
水
野
村
・
磐
若
寺
村
・
野
里
村
・
下
六
番
・
本
庄
村
・
野
田
村
・
伏
見
坂
丁
三
个
所
・
大
川
・
長
戸
村
・
せ
い
き
村
・
ひ
へ
嶋
・
金
田
村
・
今
福
村
・
芝
仁
村
・
八
丁
新
田
・
大
枝
村
・
高
井
田
・
下
之
辻
・
浜
村
・
赤
井
村
・
内
土
村
　
　
　
大
西
芝
居
渚
村
・
野
田
村
・
蒲
生
村
・
馬
場
む
ら
・
鴫
の
む
ら
・
太
子
田
・
中
浜
む
ら
・
東
今
里
・
三
ケ
村
・
御
領
む
ら
・
四
番
村
・
榎
並
中
村
・
野
江
む
ら
・
下
之
辻
・
赤
井
む
ら
・
磐
若
村
・
横
市
村
・
東
今
福（（（
（
　
竹
田
芝
居
・
若
太
夫
芝
居
が
六
ヵ
村
︑
角
力
芝
居
は
二
十
五
ヵ
村
︑
大
西
芝
居
に
つ
い
て
は
十
八
ヵ
村
︑
四
芝
居
で
合
計
五
十
五
ヵ
村
の
避
難
民
を
収
容
し
た
︒
　
芝
居
小
屋
へ
の
収
容
は
何
か
法
則
性
を
も
っ
て
︑
あ
る
い
は
方
針
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
各
芝
居
小
屋
に
割
り
分
け
ら
れ
た
村
々
を
通
覧
し
て
み
る
と
︑
竹
田
芝
居
は
東
成
郡
の
村
が
お
お
よ
そ
を
し
め
る
が
︑
そ
の
ほ
か
の
芝
居
は
郡
ご
と
な
ど
の
傾
向
は
な
い
︒
　
町
奉
行
所
は
避
難
民
を
「
思
ヒ
付
次
第
芝
居
迄
は
こ
」
び
収
容
し
た
模
様
だ
が
︑
混
乱
と
惨
状
の
な
か
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
︑
芝
居
小
屋
ご
と
に
五
九
佛
教
大
学　
歴
史
学
部
論
集　
第
一
一
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
収
容
し
た
村
名
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
︑
村
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
︑
一
定
度
は
収
容
し
た
と
判
断
で
き
︑
救
済
船
が
村
単
位
で
救
助
活
動
を
行
っ
た
と
う
か
が
え
る
︒
　
各
芝
居
小
屋
が
︑
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
収
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
確
か
で
は
な
い
が
︑
毎
日
〳
〵
入
替
り
︑
凡
五
芝
居
ニ
て
頂
重
ハ
千
五
︑
六
百
人
︑
毎
日
飯
米
米
三
石
余
り
程
ツ
ヽ
御
公
儀
ゟ
日
本
橋
大
嘉
江
米
御
遣
シ
ニ
而
︑
所
々
ニ
而
是
を
飯
ニ
焚
百
性
ニ
あ
た
ふ（（（
（
︒
と
あ
っ
た
り
︑
あ
る
い
は
︑
御
役
人
之
差
図
ヲ
以
通
船
ニ
て
迎
ニ
参
り
︑
道
頓
堀
芝
居
へ
不
残
入
置
︑
御
役
人
度
々
見
廻
り
︑
諸
事
従
公
儀
御
賄
ニ
て
救
被
遣
候
︒
但
し
︑
中
之
芝
居
ハ
普
請
中
ニ
而
︑
宿
不
致
候
︒
右
人
拾
千
三
百
人
程
之
由（（（
（
︑
と
記
す
こ
と
か
ら
︑
四
芝
居
小
屋
合
計
で
︑
千
三
百
か
ら
千
五
百
︑
六
百
人
が
避
難
し
た
と
う
か
が
え
る
︒
　
一
方
︑「
菊
屋
町
旧
記
」
に
は
︑
　
　
右
切
所
ニ
而
水
入
　
　
　
河
州　
交
野
郡　
茨
田
郡　
讃
良
郡　
若
江
郡
　
　
　
摂
州　
島
上
郡　
川
辺
郡　
東
成
郡　
西
成
郡
　
　
　
右
村
々
之
内
御
料
所
之
分　
弐
百
七
ケ
村
　
　
　
但
シ
︑
私
領
之
分
者
未
委
細
之
断
無
之
分
︒
右
水
入
之
村
々
ゟ
大
坂
江
逃
出
︑
又
ハ
助
ケ
船
差
遣
し
危
難
を
救
︑
大
坂
京
橋
松
之
下
飯
小
屋
︑
併
道
頓
堀
芝
居
五
ヵ
所
ニ
当
分
差
置
︑
夫
食
ニ
遣
候
人
数
　
　
　
　
仮
小
屋
之
分　
六
百
七
拾
六
人
　
　
　
　
芝
居
之
分　
　
千
九
拾
六
人（（（
（
と
︑
道
頓
堀
の
四
芝
居
へ
の
避
難
民
収
容
人
数
を
千
九
十
六
人
と
し
て
お
り
︑
か
な
り
具
体
的
な
数
字
を
記
し
て
い
る
︒
　
こ
の
よ
う
な
数
値
の
相
違
は
︑
お
そ
ら
く
︑
混
乱
と
避
難
民
の
多
さ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
︑
正
確
な
も
の
は
で
て
は
こ
な
い
で
あ
ろ
う
し
︑
当
然
︑
避
難
民
の
増
減
な
ど
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
平
均
し
て
み
る
と
︑
一
軒
の
芝
居
小
屋
に
三
百
人
前
後
が
収
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
竹
田
・
若
太
夫
芝
居
が
六
ヵ
村
で
あ
る
の
に
対
し
︑
角
力
・
大
西
芝
居
は
三
～
四
倍
の
村
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
︑
収
容
人
数
に
は
若
干
の
差
が
で
て
こ
よ
う
︒
　
芝
居
小
屋
に
は
︑
大
坂
町
奉
行
所
よ
り
毎
日
飯
米
三
石
が
下
賜
さ
れ
︑
そ
れ
が
日
本
橋
の
大
嘉
に
遣
わ
さ
れ
た
う
え
︑「
所
々
ニ
而
是
を
飯
ニ
焚
」
い
て
配
布
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
茶
水
ハ
と
う
こ
ニ
而
焚
︑
又
新
し
き
風
呂
ニ
而
湯
を
わ
か
し
︑
行
水
を
さ
す
︒
一
芝
居
ヒ
風
呂
二
本
︑
三
本
宛
焚（（（
（
︑
と
あ
る
よ
う
に
︑
飲
料
水
の
配
布
だ
け
で
な
く
︑
芝
居
小
屋
一
軒
ご
と
に
「
風
呂
二
本
︑
三
本
宛
焚
」
か
れ
︑
避
難
民
に
行
水
さ
せ
て
い
る
︒
こ
れ
は
衛
生
管
理
面
で
の
処
置
と
い
え
︑
伝
染
病
の
防
止
な
ど
に
努
め
て
い
る
︑
と
い
え
よ
う
︒
　
こ
の
よ
う
に
︑
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
が
救
済
施
設
と
し
て
の
社
会
的
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
仮
設
小
屋
の
建
設
が
︑
時
間
的
に
も
︑
場
所
の
確
保
と
い
う
面
で
も
︑
そ
し
て
︑
収
容
人
数
か
ら
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
状
況
の
な
か
で
︑
芝
居
小
屋
は
大
規
模
木
造
建
築
で
あ
り
︑
い
っ
と
き
に
大
人
数
を
収
容
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
ま
た
︑
川
に
接
し
て
お
り
︑
施
行
船
で
収
容
し
や
六
〇
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
（
斉
藤
利
彦
（
す
い
こ
と
な
ど
か
ら
︑
救
済
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
　
大
坂
町
奉
行
所
の
処
置
は
︑
未
曾
有
の
大
洪
水
の
な
か
で
︑
大
坂
町
奉
行
所
の
臨
機
応
変
な
対
応
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
︒
第
三
節　
興
行
の
再
開
　
洪
水
の
避
難
民
の
順
次
帰
村
な
ど
は
十
七
日
あ
た
り
か
ら
は
じ
ま
る
が
︑
御
救
い
小
屋
と
し
て
避
難
民
を
収
容
し
た
芝
居
小
屋
は
︑
い
つ
頃
か
ら
興
行
を
再
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
　
こ
の
時
期
の
道
頓
堀
の
芝
居
町
の
興
行
状
況
に
つ
い
て
は
︑
須
山
章
信
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
も
の
の
︑
興
行
の
実
態
は
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
り
︑
再
開
時
期
を
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
︒
　
曲
亭
馬
琴
は
七
月
二
十
四
日
よ
り
八
月
五
日
ま
で
大
坂
に
逗
留
し
た
が
︑『
羇
旅
漫
録
』
の
な
か
に
︑
大
坂
洪
水
後
に
し
て
︑
芝
居
い
ま
だ
は
じ
ま
ら
ず
︒
道
頓
堀
の
大
芝
居
は
間
口
京
の
芝
居
よ
り
も
ひ
ろ
し
︒
そ
の
中
芝
居
な
ど
も
︑
大
芝
居
の
ご
と
き
も
の
あ
り
︒
あ
や
つ
り
と
中
芝
居
は
興
行
せ
り
︒
八
月
初
旬
に
い
た
り
て
︑
道
頓
堀
角
の
芝
居
に
看
板
あ
が
る
︑
浅
尾
為
十
郎
︑
藤
川
十
蔵
︑
大
谷
友
右
衛
門
︑
中
山
一
徳
︑
友
吉
な
ど
み
え
た
り
︒
八
月
十
五
日
こ
ろ
初
日
な
ら
ん
と
い
へ
り（（（
（
︒
と
あ
り
︑
角
の
芝
居
が
八
月
中
旬
よ
り
興
行
を
再
開
し
た
と
伝
え
て
い
る
︒
　
役
割
番
付
で
は
︑
八
月
十
二
日
よ
り
︑
座
本
姉
川
亀
三
郎
で
「
契
情
花
発
船
」
が
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
馬
琴
の
伝
え
て
い
る
と
お
り
︑
興
行
は
始
ま
っ
た
と
い
え
る
︒
　
ま
た
︑
馬
琴
は
「
あ
や
つ
り
と
中
芝
居
は
興
行
せ
り
」
と
い
う
が
︑
こ
の
あ
や
つ
り
と
は
︑
先
述
し
た
若
太
夫
芝
居
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
七
月
三
十
日
よ
り
︑
座
本
竹
沢
吉
太
郎
︑
太
夫
竹
本
政
太
夫
で
︑「
太
平
記
菊
水
之
巻
」「
敵
討
襤
褸
の
錦
」
「
楠
昔
噺
」「
金
毘
羅
御
利
生
稚
物
語
」
な
ど
が
上
演
さ
れ（（（
（
︑
翌
月
の
八
月
二
十
三
日
に
も
「
太
平
記
菊
水
之
巻
」「
双
子
隅
田
川
」「
加
々
見
山
旧
錦
絵
」「
楓
狩
剣
本
地
」「
児
源
氏
道
中
軍
記
」
が
興
行
さ
れ
て
い
る（（（
（
︒
最
も
早
期
の
興
行
再
開
で
あ
る
︒
　
竹
田
芝
居
・
大
西
芝
居
と
も
に
︑
役
割
番
付
そ
の
他
か
ら
︑
享
和
二
年
の
興
行
は
不
明
瞭
で
︑
洪
水
後
の
興
行
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る（（（
（
︒
　
四
芝
居
の
な
か
で
︑
若
太
夫
芝
居
が
洪
水
後
︑
一
か
月
足
ら
ず
で
興
行
を
始
め
て
い
る
の
は
︑
避
難
村
は
六
ヵ
村
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒
角
之
芝
居
は
二
十
五
ヵ
村
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
単
純
に
考
え
て
も
︑
若
太
夫
芝
居
よ
り
も
避
難
民
は
多
か
っ
た
と
い
え
︑
そ
の
後
始
末
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
も
い
え
る
︒
お
わ
り
に
　
以
上
︑
近
世
の
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
を
︑
享
和
二
年
の
摂
河
大
洪
水
時
の
お
救
い
小
屋
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
事
例
に
考
察
を
試
み
た
︒
　
近
世
に
お
け
る
芸
能
興
行
が
娯
楽
や
営
利
目
的
だ
け
で
な
く
︑
生
活
救
済
・
助
成
と
い
う
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
︑
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
︑
興
行
が
実
際
に
行
わ
れ
る
芝
居
小
屋
に
関
し
て
は
︑
従
来
︑
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
︒
　
今
回
の
検
討
事
例
は
︑
た
っ
た
一
件
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
︑
未
曾
有
の
六
一
佛
教
大
学　
歴
史
学
部
論
集　
第
一
一
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
水
害
時
に
︑
大
規
模
木
造
建
築
物
で
あ
り
︑
い
っ
と
き
に
大
人
数
を
収
容
で
き
る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
︑
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
を
考
え
る
う
え
で
︑
そ
の
内
容
を
点
描
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
︒
　
ま
た
︑
享
和
二
年
の
み
で
あ
る
が
︑
従
来
︑
判
然
と
は
し
て
い
な
い
近
世
後
期
の
大
坂
の
興
行
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
︒
洪
水
直
近
か
ら
再
開
ま
で
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
を
対
象
と
し
た
微
小
な
検
討
で
あ
る
が
︑
中
の
芝
居
の
普
請
前
と
興
行
再
開
︑
角
の
芝
居
の
興
行
再
開
の
特
定
な
ど
は
で
き
た
と
い
え
る
︒
　
最
後
に
︑
今
後
の
課
題
を
ま
と
め
た
い
︒
　
今
回
の
考
察
は
芝
居
小
屋
の
も
つ
社
会
的
機
能
を
︑
一
事
例
の
み
で
検
証
し
た
も
の
で
あ
り
︑
ま
さ
し
く
素
描
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
全
国
的
に
事
例
を
掬
い
あ
げ
︑
多
数
の
事
例
を
検
討
し
な
が
ら
︑
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
側
面
が
あ
っ
た
か
を
︑
考
究
す
る
必
要
が
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
な
が
ら
︑
今
後
︑
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
る
︒
︹
注
︺
（
１
（ 氏
家
幹
人
「
在
方
興
行
の
成
立
と
背
景—
近
世
後
期
に
お
け
る
芝
居
公
許
の
論
理
—
」（
津
田
秀
夫
編
『
解
体
期
の
農
村
社
会
と
支
配
』
校
倉
書
房
︑
一
九
七
八
年
（︒
ほ
か
に
︑
同
「
近
世
後
期
に
お
け
る
在
方
興
行
の
社
会
的
要
因
」（『
芸
能
史
研
究
』
六
七
号
︑
一
九
七
九
年
（︑
同
「
在
方
遊
芸
の
展
開
と
社
会
的
要
因—
甲
州
東
山
梨
郡
Ｙ
家
の
遊
芸
活
動
と
若
者
集
団—
」（『
芸
能
史
研
究
』
七
二
号
︑
一
九
八
〇
年
（︑
同
「
近
世
後
期
地
方
社
会
に
お
け
る
諸
芸
と
情
報—
会
津
藩
郷
頭
田
中
家
に
み
る
「
諸
芸
の
家
」
の
記
録—
」（『
芸
能
史
研
究
』
八
二
号
︑
一
九
八
三
年
（︒
（
２
（ 竹
下
喜
久
男
「
近
世
後
期
津
山
と
そ
の
周
辺
の
他
所
芝
居
興
行
」（『
鷹
陵
史
学
』
十
号
︑
一
九
八
五
年
（︑
同
「
紀
州
田
辺
領
に
お
け
る
芸
能
興
行
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
研
究
紀
要
』
七
二
号
︑
一
九
八
八
年
（︒
い
ず
れ
も
の
ち
に
︑
同
『
近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』（
清
文
堂
︑
一
九
九
八
年
（
に
所
収
︒
（
３
（ 同
右
著
書
所
収
「
地
方
興
行
に
関
す
る
意
見
」︒
（
４
（ 橋
本
今
祐
「
地
方
芸
能
興
行
市
場
の
形
成
と
町
人
の
動
向—
二
本
松
領
・
郡
山
宿
を
中
心
と
し
て
」（『
芸
能
史
研
究
』
一
二
三
号
︑
一
九
九
三
年
（
な
ど
︒
（
５
（ 大
国
正
美
「
近
世
伊
丹
に
お
け
る
興
行
と
町
政
の
成
熟—
在
郷
町
の
大
衆
芸
能
と
自
治
へ
の
関
心
か
ら—
」（『
地
域
研
究
い
た
み
』
二
二
号
︑
一
九
九
三
年
（︑
同
「
近
世
伊
丹
に
お
け
る
相
撲
興
行
の
展
開
と
民
衆—
在
郷
町
の
享
楽
の
「
場
」
と
「
人
」
を
め
ぐ
っ
て—
」（『
地
域
研
究
い
た
み
』
二
三
号
︑
一
九
九
四
年
（︒
（
６
（ 神
田
由
築
『
近
世
芸
能
興
行
と
地
域
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
七
年
（︒
（
７
（ 拙
稿
「︿
補
論
１
﹀
近
世
堺
と
助
成
興
行
」（『
近
世
上
方
歌
舞
伎
と
堺
』
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
二
年
（︒
（
８
（ 竹
下
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
︑
越
前
敦
賀
町
の
芝
居
小
屋
の
座
元
笹
屋
次
郎
兵
衛
は
︑
文
久
三
年
（
一
八
六
三
（︑
老
朽
や
地
震
に
よ
る
大
破
な
ど
で
傷
ん
だ
芝
居
小
屋
の
建
て
替
え
を
願
い
出
て
い
る
が
︑
そ
の
お
り
︑
敦
賀
三
十
六
町
に
一
軒
一
枚
宛
の
通
り
札
購
入
を
願
い
出
て
い
る
︒
町
方
へ
の
助
成
に
よ
る
建
て
替
え
資
金
捻
出
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
背
景
に
は
個
人
所
有
の
芝
居
小
屋
で
は
あ
る
が
︑
長
年
の
興
行
に
よ
っ
て
︑
同
町
繁
栄
に
貢
献
し
た
〝
公
的
施
設
〟
と
い
う
意
識
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
こ
の
よ
う
な
事
例
も
︑
芝
居
小
屋
の
社
会
的
機
能
を
考
え
る
う
え
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
︒
（
９
（ エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ル=
ロ
ワ=
ラ
デ
ュ
リ
『
気
候
の
歴
史
』（
藤
原
書
店
︑
二
〇
〇
〇
年
（︑
同
『
気
候
と
人
間
の
歴
史
・
入
門—
中
世
か
ら
現
代
ま
で—
』（
同
︑
二
〇
〇
九
年
（︒
（
（（
（ 「
歴
史
気
候
学
の
進
展—
江
戸
小
氷
期
と
飢
饉—
」（
週
間
朝
日
百
科
『
日
本
の
歴
史
』
（（　
近
世
２—
（（　
浅
間
の
噴
火
と
飢
饉
︑
一
九
八
七
年
（︒
（
（（
（ 同
右
︒
古
気
候
学
も
歴
史
気
候
学
と
関
連
す
る
学
問
領
域
で
あ
る
︒
古
気
候
学
は
過
去
の
気
候
を
検
討
す
る
学
問
と
し
て
地
史
学
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
︑
基
本
は
気
候
学
と
近
似
し
︑
全
地
球
的
な
検
討
の
た
め
︑
諸
学
問
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
学
問
分
野
で
あ
る
︒
 
ま
た
近
年
︑
注
目
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
「
高
分
解
六
二
享
和
二
年
摂
河
大
洪
水
と
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
（
斉
藤
利
彦
（
能
古
気
候
学
と
歴
史
・
考
古
学
の
連
携
に
よ
る
気
候
変
動
に
強
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
探
索
」
気
候
適
応
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
を
あ
げ
て
お
き
た
い
︒
（
（（
（ 水
越
允
治
・
山
下
脩
二
『
気
候
学
入
門
』（
古
今
書
院
︑
一
九
八
五
年
（︑
水
越
允
治
編
『
古
記
録
に
よ
る
（（
世
紀
の
天
候
記
録
』（
東
京
堂
出
版
︑
二
〇
一
四
年
（︑
同
編
『
古
記
録
に
よ
る
（（
世
紀
の
天
候
記
録
』（
同
︑
二
〇
一
二
年
（︑
同
編
『
古
記
録
に
よ
る
（（
世
紀
の
天
候
記
録
』（
同
︑
二
〇
一
〇
年
（︑
同
編
『
古
記
録
に
よ
る
（（
世
紀
の
天
候
記
録
』（
同
︑
二
〇
〇
八
年
（︑
同
編
『
古
記
録
に
よ
る
（（
世
紀
の
天
候
記
録
』（
同
︑
二
〇
〇
六
年
（︑
同
編
『
古
記
録
に
よ
る
（（
世
紀
の
天
候
記
録
』（
同
︑
二
〇
〇
四
年
（
な
ど
︒
（
（（
（ 荒
川
秀
俊
︑
大
隅
和
雄
︑
田
村
勝
正
編
︑
気
象
庁
監
修
『
日
本
旱
魃
霖
雨
史
料
』
（
ク
レ
ス
出
版
︑
二
〇
〇
二
年
（︒
（
（（
（ 土
木
学
会
編
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』（
土
木
学
会
︑
一
九
三
六
年
（︒
の
ち
に
復
刻
本
が
岩
波
書
店
よ
り
一
九
七
三
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
︒
（
（（
（ 河
田
惠
昭
「
摂
河
水
損
村
々
改
正
図
」（『
予
防
時
報
』
二
四
二
号
︑
二
〇
一
〇
年
（︒
（
（（
（ 水
越
允
治
「
京
都
に
お
け
る
歴
史
災
害
と
そ
の
気
象
・
気
候
的
背
景
」（『
京
都
歴
史
災
害
研
究
』
第
一
号
︑
二
〇
〇
四
年
︑
立
命
館
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
推
進
機
構　
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー　
京
都
歴
史
災
害
研
究
会
（
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 同
右
︒
ま
た
︑
植
村
善
博
・
小
林
善
仁
・
木
村
大
輔
・
遠
藤
美
奈
・
山
中
健
太
・
浅
子
里
絵
・
杉
山
純
平
・
三
宅
智
志
・
山
下
博
史
「
木
津
川
・
宇
治
川
低
地
の
地
形
と
過
去
４
０
０
年
間
の
水
害
史
」（『
京
都
歴
史
災
害
研
究
』
第
七
号
︑
二
〇
〇
七
年
︑
立
命
館
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
推
進
機
構　
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー　
京
都
歴
史
災
害
研
究
会
（
及
び
︑
浅
井
良
亮
・
大
邑
潤
三
・
植
村
善
博
「
京
都
市
淀
︑
水
垂
︑
大
下
津
地
域
に
お
け
る
治
水
・
水
害
史
と
淀
川
改
良
工
事
」
（
同
十
四
号
︑
二
〇
一
三
年
（︑
片
山
正
彦
「
明
治
（（
年
の
淀
川
洪
水
と
北
河
内
：
現
門
真
市
域
を
中
心
に
」（
同
十
八
号
︑
二
〇
一
七
年
（
参
照
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
河
田
氏
論
考
及
び
同
右
︑
浅
井
良
亮
・
大
邑
潤
三
・
植
村
善
博
論
考
︒
（
（（
（ 大
阪
府
史
編
纂
委
員
会
編
『
大
阪
府
史
』
第
六
巻　
近
世
２
（
大
阪
府
︑
一
九
八
七
年
（︒
ま
た
︑
服
部
敬
「
享
和
二
年
の
洪
水
と
淀
川
改
修
運
動
」（『
市
史
紀
要
』
七
号
︑
二
〇
〇
〇
年
（
な
ど
︒
（
（（
（ 大
阪
市
立
中
央
図
書
館
市
史
編
集
室
編
『
大
阪
編
年
史
』
第
十
四
巻
（
大
阪
市
中
央
図
書
館
︑
一
九
七
二
年
（
四
〇
六
頁
︒
（
（（
（ 気
象
研
究
所
編
『
日
本
高
潮
史
料
』（
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
一
年
（︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 大
阪
市
史
編
纂
所
編
『
年
代
記
』
巻
五
（
大
阪
市
史
史
料
第
三
十
一
輯　
大
阪
市
史
料
調
査
会
︑
一
九
九
一
年
（
九
二
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
四
〇
七
頁
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
四
〇
八
～
四
〇
九
頁
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 『
羇
旅
漫
録
』（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
一
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
七
五
年
（
二
〇
〇
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
四
一
三
～
四
一
四
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
二
四
六
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
九
五
～
九
六
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
四
〇
八
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
四
二
八
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 京
北
之
芝
居
嵐
三
吉
座
に
て
共
演
し
て
い
る
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
二
四
六
頁
︒
六
三
佛
教
大
学　
歴
史
学
部
論
集　
第
一
一
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
（
（（
（ 池
田
文
庫
所
蔵
役
割
番
付
（
（（
（ 右
同
︒
（
（（
（ 普
請
中
の
中
芝
居
に
つ
い
て
は
︑
竹
下
喜
久
男
『
近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』
（
清
文
堂
︑
一
九
九
八
（
参
照
︒
（
（（
（ 須
山
章
信
「
寛
政
・
享
和
年
間
大
坂
中
芝
居
の
興
行
に
つ
い
て
」（『
青
須
我
浪
良
』
第
三
五
号
︑
一
九
八
八
年
（︒
（
（（
（ 正
月
二
九
日
︑
七
月
三
〇
日
︑
八
月
二
三
日
︑
十
月
二
二
日
（『
義
太
夫
年
表
』（
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 『
歌
舞
伎
年
表
』
第
五
巻
︑
三
一
七
頁
︒
（
（（
（ 同
右
︑
三
一
七
～
三
一
八
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
九
六
頁
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 『
享
和
二
年
摂
河
東
在
々
洪
水
之
一
件
』（『
大
阪
編
年
史
』
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
︑
一
九
七
二
年
（
四
〇
二
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
四
二
六
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
︑
二
七
八
頁
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
（
（（
（ 同
右
︒
（
（（
（ 前
掲
注
（（
に
同
じ
︒
︹
付
記
︺
　
本
稿
は
歌
舞
伎
学
会
平
成
二
六
年
度
秋
季
大
会
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
︒
席
上
︑
貴
重
な
ご
助
言
な
ど
を
頂
戴
し
た
︒
謹
ん
で
︑
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
　
ま
た
︑
植
村
善
博
先
生
よ
り
︑
ご
教
示
と
激
励
を
頂
い
た
︒
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
 
（
さ
い
と
う　
と
し
ひ
こ　
歴
史
文
化
学
科
（
 
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
受
理

